
グアニン　　と　　シトシン

(1) ウサギ血清を反応させたことにより、形質転換が阻害された。

(3)
ウイルスが細胞内に侵入した際に、そのDNAを分解することで、細胞内でウイルスの増殖を防ぐ

ために必要となる。

(2)

DNAが他の因子に作用することで形質転換に至った可能性もあり、形質転換によって生じたS型

菌がもつDNAが、S型菌抽出液由来のDNAを受け継いでいるのか、それともR型菌のまま変化し

ていないのかは示されていない。

したがって、DNAが受け継がれたか不明であり、それが遺伝物質であるとまでは言い切れな

かった。
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Ⅰの解答欄
(1)

血清には様々な物質が含まれており、実際に形質転換を阻害している活性を確定することが難

しい。一方で、精製された酵素を利用すれば、S型菌抽出液中の特定の成分を選択的に分解す

ることができる。そのため、DNA、RNA、タンパク質のいずれかが形質転換を引き起こす因子で

あるかどうかを確かめることができる。

(1)

問 4

図1のグラフから、60℃で熱処理をしたウサギ血清は、DNA分解活性を示すが、脂質分解活性は示

さない。一方で、60℃で熱処理をしたイヌ血清は、DNA分解活性を示さず、脂質分解活性を示す。表

２における、各血清で処理したS型菌抽出液によるR型菌の形質転換の有無は、上記図1のDNA分解

活性の有無と一致しており、脂質分解活性とは一致しない。したがって、DNAが分解されることで形

質転換が起こらなくなると考えられ、DNAが形質転換に関わる因子であるという結論が導かれる。

問 3

(2) 熱によって不活性化する。
問 2

D

問 1

アデニン　　と　　チミン

20(2)

(3)



Ⅱの解答欄

 問 1 
ア

受容器（感覚器、感覚器官） 

イ

 効果器（作動体）

ウ

杆体（桿体、かん体）

問 2 
下線部①が表す

　

行動

　定位

下線部②が表す

　

現象

暗順応

(1) ３

問 3
(2)

さまざまな波長の光を受けても、視細胞が反応したか否か、すなわち、明暗
の情報しか得られず、色の識別能力が低下する。
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(4)

応答の違い

720 nm より長く、かつ 830 nm 未満の波長域では応答するメダカの割合が実験３
より実験４の条件下の方が高く、特に、750 nm 以上 830 nm 未満の波長域では、
実験４の条件下でのみ応答した。

問 4 (3)

(1)

例１）視覚情報から背景の動きを感知し、背景が動く方向と同じ方向に遊泳
することで、水流に流されず自分の位置を保つ。 例２）群れで行動するメ
ダカが仲間と同じ方向に遊泳し追尾することで群れを形成するのに役立つ。

(2)

メダカは 840 nm までの波長の光を受容する視細胞をもち、 810 nm より長
く、かつ 840 nm 未満の波長域の単色光下ではしま模様が見えづらくなり、
840 nm 以上の波長の単色光下ではしま模様が完全に見えなかったため応答
しなくなったと考えられる。

720 nm より長く、かつ 840 nm 未満の波長域の光を吸収するはたらき。

理由

波長を700 nmから徐々に長くしていった場合と異なり、870 nm から徐々に短くしていくと、

830 nmまでの光はメダカXにとって感知できず、暗所の状態が続き、暗順応によって杆体（桿体）

細胞の光感受性が高まると考えられる。そのため、メダカXの錐体細胞では感知できなかった

830 nm未満の波長域に対して、杆体（桿体）細胞がはたらくことにより、実験３で応答しなかった

波長域（720 nm〜830 nm）において、しま模様が感知できたと考察される。
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Ⅲの解答欄

問 4

問 3

問 2

問 1

(1)

(2)

(3)

(1)

(2)

一次遷移が進むにつれて、最上層の植物が高く、植被率も大きくなったことから、多くの光がより

上層の植物に吸収されてしまい、より下層や林床に届く光の量が激減したと考えられる。
(3)

一次遷移は土壌や植物の種子が存在しない裸地から始まる遷移のことで、二次遷移は土壌や植物

の種子は土中に存在する状態から始まる遷移のこと。遷移開始時の土壌や埋土種子の有無が異な

る。

A

　　　　　　　　タブノキ

B

　　　　　　　　スダジイ

C

　　　　　　ヤシャブシ

前期相

              ウ

中期相

                エ

後期相

               ア

極相

               イ

植生遷移の初期には、散布距離が長い風による散布の植物が多く、遷移が進むにつれ、散布様式

は動物による散布、重力による散布が優占するようになる。Cは比較的小さな堅果の周りに翼状の構

造を持っており、風による散布に適した形であるといえる。Aは赤くなった枝と黒い実の果実でよく目

立ち、鳥が好んで食べる特徴を持っており、動物による散布に適した形であるといえる。Bは比較的

大きな堅果（ドングリ）であり、重力により落下した後、動物による貯食により散布されるのに適した形

であるといえる。

先駆植物

強光を好み、成長が早いなどの陽樹としての特徴を持つ。

遷移が進むにつれ、3層から4層、そして極相では5層に増加し、最上層の高さは増加した。

調査地Iでは、草本や低木しかおらず、それらの植被率もまだ低く裸地が多くみられる。調査地II

では調査地Iよりも林床に生育する植物が増加した。調査地IIIやIVでは、高木層が発達しその植

被率は80%を占めるようになった一方で、下層、第2低木層や草本層は減少した。調査地Vでは

調査地IVからさらに、亜高木相が発達し、第1低木層や亜高木層の植生が豊かになった。


